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国立研究開発法人

防災科学技術研究所 1

社会防災システム研究部門

三浦、李

平成30年度
埼玉県坂戸市

「地域防災Web」を活用した
e防災マップづくりの進め方
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今日の流れ

１．イントロー；「e防災マップづくり」の流れ（防災科研、約20分）
⚫ 「e防災マップづくり」の考え方と進め方の紹介

ステップ１確認する→ステップ２調査する→ステップ３検討する→ステップ４活用する

２．ステップ1；地域の災害危険性について（約50分）
⚫ 地域の災害危険性を確認する方法と坂戸市の災害危険性について紹介

＜防災科研＞※別資料有

－「地域防災Web」を活用した災害危険性の確認について

＜熊谷気象台＞※別資料有

－気象情報の避難行動への活用について

－平成28年台風第9号による事例について

－危険度分布等の入手方法について

３．ステップ2～4；今後の進め方について（約30分）※議論・相談
⚫ 「e防災マップづくり」のステップに沿ってアクションプラン（いつ、だれと、どのよう

に、どう進めるか）についてみんなで議論

※活動を通じて、「e防災マップ」の作成 →成果物①

※年間の活動をまとめて、「地域防災Web」へ登録 →成果物②
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自主防災組織と自治会の方と、自治会館でお茶会をしな
がら、ハザードマップを見ながら地域の災害危険性を確
認・理解する。

12月中

自主防災組織と自治会の方と、自治会館で模造紙を使っ
て、災害時に心配なこと・困ることを書き出して、中で
も重要な課題を選ぶ。

1月中

自主防災組織と自治会の方と課題を解決するための対策
（活用する資源、避ける危険、行動ルート等）を検討し
て、地域の子どもたちと一緒に防災まちあるきで、地域
を歩いて、マップに載せる。

自主防災組織と自治会の方と、近所の中学校にお願いし
て、e防災マップを作ってもらって、印刷（A3）して全
戸に配布したり、住民説明会で意見もらって反映する。

2月中

3月中

アクションプランの作成
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地域防災の取り組み

防災講演
自然災害の話しを聞く

バケツリレー
みんなで消火活動を

防災マップ作成
地域のどこが危ない？

避難所はどこ？

消火訓練
消火器の使い方を学ぼう

救急救命訓練
AEDの使い方を学ぼう

真に必要な防災取り組み？

地域のハザード? 災害リスク？

地域で起こりうる問題・課題は？

課題に対し、地域でできる対策は？

その対策は、災害時に機能する？

地域の方々からの対策アイデアは？

引き渡し・避難訓練
無事の確認と引き渡し

ポイント

・地域の防災活動や学校の防災教育においては、従来までに、全国のどこでも同じ活動や教育が行われ

おり、地域に真に必要な防災取り組みとは言えない状況です。
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（いままで）
「●●防災計画」「●●防災手引き」「●●マニュアル」など

（とにかく）平時の防災訓練 → 災害時の対策

平時からの備え
（予防対策）

災害と被害
（想定）

心配なこと
困ること

災害時の望ましい対応
（災害対応）

⚫ 対象災害
⚫ 災害の発災条件
⚫ 災害時の問題
⚫ 災害時の対応

「重要」

➡時系列で：シナリオで事態と理想的な対応を整理

➡具体的に：主体、協力者、社会資源

死者？人

倒壊？棟

避難所？

柔軟な対応のために
⚫ やること（行動）
⚫ 準備すること（人、

モノ、関係、施設）

地域に必要な対策ハザード

脆弱性
評価

災害に備えた対策を検討するために
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地域防災Web 検索

地域防災を支援するツール「地域防災Web」

地域防災Web

「e防災マップ」の参考
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●課題の確認
(例)炊き出しをするために、機材や水、

食料を何処から集め
ますか？

●協力関係をつくる
(例)マップとシナリオを

持って、近所の井戸
を持っている方に水
を、食料品のお店に
食材を提供しても
らえるように協力
をお願いする。

協力

●対策の検討
(例) 機材や水、食料がある場所や利用場面がわかる
「炊き出し対策シナリオ」・「炊き出し資源マップ」

炊き出し対策シナリオ 炊き出し資源マップ

地域防災のゴール

ポイント

・災害時の地域課題に対して対策を検討し、対策に必要な地域関係者に提供・協力依頼をし、災害時の

協働できる防災体制を構築することが、地域防災のゴールです。
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ステップ３
検討する 地域の問題に対し、災害時の

理想的な対応と平時から備え
ておくべき対策を検討します。

目的別対策の検討

炊き出し資源
マップ（例）

ステップ２
調査する 地域特性を考慮した被害をイ

メージしながら、地域で懸念
される問題を調査します。

災害時の事態の流れ 地域課題の発見

ステップ４
活用する 地域の方々と課題と対策を共

有したり、意見交換するなど、
様々な方法で検証します。

地域協働の構築

協力依頼
防災訓練

e防災マップづくりの進め方 「地域防災Web」
できること

・地域を知ろう
・eコミマップ

・手法/事例
・課題設定

・防災まちあるき
・マップ作成

・活動記録
・事例登録

ステップ1
確認する 地域を取り巻く社会特性と自

然特性を確認し、それを踏ま
えた災害特性を確認します。

ハザード・社会統計
（データ、地図）

災害の危険性
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地域の災害危険性等を確認

地域を取り巻く社会特性と自然特性を確認し、

それを踏まえた災害特性を確認

ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する

印刷

地域防災Web「eコミマップ」 9

あなたの地域を知ろう
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地域の災害危険性等を確認

地域を取り巻く社会特性と自然特性を確認し、

それを踏まえた災害特性を確認

ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する

10

※坂戸市の災害危険性について
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災害時の地域課題を調査

地域特性を考慮した被害をイメージしながら、

災害時に地域で懸念される問題を調査

11

ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する

災害時の事態の流れ（地震の例）
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災害時の地域課題を調査

地域特性を考慮した被害をイメージしながら、

災害時に地域で懸念される問題を調査

12

ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する

⚫ 私の地区には高齢者が多いけど、避難支援はでき
る？

⚫ 隣の地域は古い家が集まって いるけど、火事の対
応は大丈夫？

⚫ 年配の方が多く、平日の昼に地震が行ったら、人手
が足りなくなりそうで・・・

⚫ 高齢の方々は、大雨のとき、早目に自主的に避難で
きるかしら・・・

災害時の事態×地区の特性

⚫ 友だちが住んでいる高層マンションでは、
高層階へ食料や物資を提供できる？

⚫ 夫の職場の駅周辺は企業が多いけど、帰宅
困難者の対応は大丈夫？

⚫ あの商店街は外国人が多いけど、避難誘導
ができる？
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災害時の対策を検討

地域の問題に対し、災害時の理想的な対応と平時から備えてお

くべき対策を検討

ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する

項目 災害時の対応

身の安全 身を守る、出口の確保

安否確認 家族・近隣の安否確認

消火活動 出火・火元確認、消火活動

情報集約 被害状況の把握、報告

救出・救護 負傷者等の救出、救護

避難誘導 住民の避難・誘導

福祉支援 要援護者の避難支援

給食・給水 給食・給水の調達

物資配分 必要な物資の把握・調達

避難生活 避難所の運営、生活の維持

二次被害防止 二次災害の軽減活動

防犯・巡回 防火・防犯の見廻り

応急修理 危険や修繕箇所の対応

受援調整 他組織からの受援の調整

災害

約半日

約1日

約3日

約3時間

約1時間
避難マップ

消火マップ

救助マップ

✓元看護
師

Aさん

✓工務店主
Bさん

防災倉庫

C小学校
（避難所）

D公民館

✓元消防士
Eさん

課題に応じた防災マップ

人
消防署

消防団

警察

自衛隊

医療関係者

ボランティア

施設管理者

人
町会役員・民生委員

元医師・元看護師

商店・小売業・工事業者

コミュニティ放送局

生徒・学生・ＰＴＡ会

アマチュア無線家

シルバークラブ・子供会

●防災資源（例） ●社会資源（例）
資機材・施設
防災倉庫

避難施設

消火栓

街頭消火器

防火用水・井戸

防災広報無線

止水板

資機材・施設
自家用車・重機（農業）

無線機・発電機

空地・農地・公園

プール・池・井戸

各種福祉施設

事業所建物や敷地

公民館・集会場 13
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14

位置確認 写真・コメント

出発！

確認①

ルート上の危険

拠点A

確認③

周りの危険
拠点B

確認②

災害時の対策を検討

地域の問題に対し、災害時の理想的な対応と平時から備えてお

くべき対策を検討

ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する

防災まちあるき
（スマホ活用） 防災まちあるき

（スマホ活用）



N
IE
D

N
a

ti
o

n
a

l 
R

e
se

a
rc

h
 I

n
st

it
u

te
 f

o
r 
E
a

rt
h

 S
c

ie
n

c
e

 a
n

d
 D

is
a

st
e

r 
R

e
si

lie
n

c
e

※防災まちあるき
地域の課題を検討し、課題解決に向けて、ハザードマップを手に自分のまちを歩き、
危険な箇所（地区の弱み）や災害時に役立つ資源（地区の強み）を点検する

発見する
みんなで歩いて、「注意・危険」
「地域資源」を発見を見つけたら、
みんなに声を上げて知らせる

記録する
地図シートに記録するこ
とをみんなで話し合って、
記録係が記録する

撮影する
地図シートに記録した場
所・ものを記録係が撮る
※１～２枚程度！

要配慮者の視点
車イスに乗って、通り
やすいか、支援が必要
か、を点検する

15

担当を決める

機材を確認する

リーダー
グループを引率

記録係
発見した内容を地図
シートに記入

撮影係
デジカメで写真を撮
影（１枚）

車いす係
要配慮者の視点で
ルートを確認

誘導係
自動車や自転車から
の安全確保

地図 画版 筆記具
（赤、青）

デジカメ まき尺 ホイッスル車イス
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16

●災害時の「注意・危険」箇所 ●災害時に役立つ「地域資源」

① ﾌﾞﾛｯｸ塀：（倒れそうで）避難時に危険

② 大木・看板：（倒れそうで）避難時に危険

③ 空き家：（倒れそうで）避難時に危険

④ 橋・崖：崩壊して通れなくなる

⑤ 狭い道：大勢の人、車が通れない

⑥ 凸凹道：車いすが通りにくい

⑦ 傾斜地：高齢者や車いすが通れない

⑧ 火災：古い・木密で延焼しやすそう

⑨ その他：「注意・危険」な箇所

① 広場・空き地：広く安全、一時避難

② 集会所：集合できる施設・建物

③ 掲示板：安否情報・避難情報の案内

④ ｷｬﾝﾌﾟ材：支援・誘導に役立つ機材

⑤ 発電機：照明をつけて夜道を照らす

⑥ 介護機材：要配慮者を助ける

⑦ 重機材：道上の危険物の除去

⑧ 軽トラ：高齢者や廃棄物を運べる

⑨ その他：役に立つ人、もの、施設

※防災まちあるき
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e防災マップを活用（例）

※「事例参照」

課題と対策を共有したり、意見交換するなど、様々な方法で活

用して対策を検証（見直し）

ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する
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初期消火体制
◆ 行政における防災・水道・消防の各担当局への聞き取り調査をはじめ、地域内に設置さ

れている消火ホースの長さまで細かく調べたうえで、消火活動の対応範囲を検証（消火

栓、消火ホースの長さ、溜め池など）し、情報掲載。

◆ 行政やNPO団体を巻き込み、中学生と一緒に課題を検討しながら地域を調査するなど、

自治区内の様々な主体が協力した防災活動を展開。

18

http://bosai-contest.jp/emap2014group-award/group.php?gid=10214
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災害時の安全避難

⚫ 10/19 e防災マップ組長説明会

⚫ 11/08 防災施設、危険箇所調査

⚫ 11/10 防災啓発資料全戸配布

⚫ 11/30 災害危険箇の追加調査

⚫ 12/07 防災マップ住民報告会

⚫ 01/14 区長協議

◆ 火山噴火時の避難において、地域の危険性について防災まちあるきで確認し、危険個所

の情報や長年放置されている空き家、避難に使える様々な地域資源（社会資源）と、防

災だけでなく、防犯面からも調査（安全灯の設置場所）し登録

◆ 作成した防災マップを地域住民に紹介・全戸配布し、防災マップの作成経緯と、危険ポ

イントを説明し、災害時における当地区の弱点について意見交換し、マップに反映。

19
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20

こどもの安全な避難
◆ 自治会と小学校が協力して、子どもと保護者（若手）を巻き込んだ防災イベントを実施

し、親子で楽しくジグソー防災マップづくりゲームを通じて、自宅や学校周辺などの地

域の災害危険性を学びつつ、災害時の待ち合わせ場所などを事前に確認。

◆ 学校周辺の商店に協力をお願いし、イベントの景品として飲料やお菓子袋などを提供し

てもらい子供にプレゼント。マップづくり上で商店を広報（絆づくり）。
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災害時の避難支援
◆ 「災害時避難行動要支援者」に関する情報を集めるとともに、災害時の危険箇所に加え、

避難支援時に役に立つ地域にある事業所やお店、災害発生時に協力する自主防災組織の

救出活動班に貼るステッカー「四輪駆動トラック」を作成・配布。

◆ 作成した防災マップを地域住民に紹介・全戸配布し、防災マップの作成経緯と、危険ポ

イントを説明し、災害時における当地区の弱点について意見交換し、マップに反映。

21

防災訓練の実施（約100人）
・消火器やAEDの使い方などを学習
・炊き出しの訓練（おにぎりと豚汁）

四輪駆動トラック（作成・配布）
・救出活動班に貼るステッカー
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避難体制の見直し

筑波小学校

松実高校

上大島

国松

沼田
筑波

上大島
児童館

国松上郷
児童館

国松下郷
児童館

筑波
児童館

沼田
児童館

働く婦人の家

温泉旅館 自主避難所

福祉避難所

協力施設
沼田保育所

公設避難所

筑波山

【筑波小学校区】

・人口：約3,000人/ 65歳以上約900人

・世帯数：約900戸/65歳以上約600戸

・公設避難所：2ヵ所（予備避難所：1ヵ所）

◆ 災害時に役に立つ地域資源を活用した災害対策の検討し、地域児童館を自主避難所に、

公共施設を福祉避難所に設定し避難体制を構築するとともに、温泉組合と協力した災害

時の要支援者の支援体制を構築

◆ 検討した対策の災害時の実現に向け、地区防災計画として市の地域防災計画に位置付け

ることにより、公設避難所と連携した防災体制を構築（準備中）
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地域の避難所運営への協力

2
3

◆ 夏休みの自由研究として、自治会長と小学生及びその母親でグループを結成し、地元事

業所や商店等に「災害時の協力に関するアンケート」を実施し、マップを作成

◆ マップを印刷し、町内会の回覧板で配布し地元事業所の協力内容を共有。また、協力事

業所に掲示。※東日本大震災のとき、地元事業所の協力のもと、物資・人手を活用した

効果的な避難対応。



N
IE
D

N
a

ti
o

n
a

l 
R

e
se

a
rc

h
 I

n
st

it
u

te
 f

o
r 
E
a

rt
h

 S
c

ie
n

c
e

 a
n

d
 D

is
a

st
e

r 
R

e
si

lie
n

c
e

◆ 防災マップを作成する過程（防災活動の過程）において、自主防災会だけでなく、地域

内の様々な関係者と協力しながら、防災マップを作成。

24

地域と学校の協力（大人と子供）

① 自 主 防 災 メ ン
バーが、作る防災
マップと載せる情
報（資源や危険）
を検討

②地域の状況を把
握するために、中
学生と自主防災会
との合同で防災ま
ちあるきを実施。

③自主防災会メン
バーが、防災まち
あるきの結果を地
図上に整理

＜防災マップの完成（一部）＞
・インターネット公開
・印刷して自治会回覧

④中学生がパソコ
ン（eコミマップ）
に情報を入力しデ
ジタルマップを完
成
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地域防災Web 検索

地域防災を支援するツール「地域防災Web」

地域防災Web

グループページに「活動記録」登録

「重要」

➡他地域の活動経験の学習

➡自地域の活動ノウハウの共有
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メモ


